
 

急傾斜地崩壊対策事業事前評価調書 

 

路線・河川等名 嵐
あらし

山宮
やまみや

ノ
の

北
きた

 
 

事業名 

急傾斜地崩壊対

策事業 

 

補助・単独の別 

 

補助 

 

事 業 主 体 

 

京都府 

 

事業箇所（区間）  京都市
きょうとし

西京区
にしきょうく

嵐
あらし

山宮
やまみや

ノ北町
のきたちょう

 地内 

事

業

概

要 

地域概要 
嵐山宮ノ北地区は京都市西京区の北東部に位置し、人家 128 戸、市道を保全

対象とする急傾斜地である。 

事業目的 

本事業箇所は、近年多発する局所的な集中豪雨や、台風による大雨等により、

がけ崩れによる土砂災害が懸念されることから、人命を保護し、地域の安全・

安心を確保するため、土砂災害対策工事を実施する。 

上位計画等 ○ 京都府総合計画 

整備内容 
○ 土砂防護柵工 L=630m、法面工 A=1600m2 

○ 全体事業費 ： 9.5 億円 

事

業

の

必

要

性 

事業を巡る

社会経済情

勢及び地元

情勢等 

○ 保全対象 人家 128 戸、市道 

事

業

の

有

効

性 

事業の効果

及び費用対

便益等 

○ がけ崩れによる土砂災害から人家、市道を保全し、人命を守る。 

事

業

の

効

率

性

等 

コスト縮減

代替案立案

等の可能性

及び良好な

環境形成・保

全 

○ 土砂防護柵工や法面工を効率的に配置し、施設規模を抑制することで、地

形の改変を最小限に抑え、自然環境への負荷軽減に努める。 

○ 現地発生土を他工事に積極的に流用調整することで他工事を含めた総事

業費のコスト縮減を図る。  

総合評価 
本事業は、がけ崩れによる土砂災害から人命を保護し、地域の安全・安心を

確保するため、新規着手の必要がある。 

 








